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日本アルプスのぬし　く誓hr'.::ii_:差警告,b三崇誓書…蓑器楽,S言芋.ibii･霊L
-上条嘉門治-　　　た独特の風格があった｡山-の魅力は結局､人-の魅力となって集約され.多くの歌人

や画家は､これ等の人たちを通じて､はじめて山を知った｡美しく豪壮な大自然は､美しく健康な人の心をはぐくむo私だ

はち北了を拓いた人たちの､素朴ななかに培われた不婦の,己､をもとに､新しい山-の道を茄かなけれ′まならない｡

(軍費はウェストン夫人を案内するをU Lの日の嘉門治､ 5人目は通謹､愛犬コゾーも従ってし､るo )
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日本アルプスを世界に紹介したウエストン氏は､明治24年初めて槍ヶ岳に登り､その後数回上高地を訪れ､赤沢岩小屋又は坊主の岩

小屋を根拠地としてこれに登った｡写真はウエストン夫人と中央は適訳､左が嘉門治｡穂高の石室前においてウエストン氏の手によ

る記念撮影｡
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ウェストンより嘉円治に塗られたアルバム｡表紙の裏に｢我万古キ

友人上条嘉門治君二日本アルプス登山の紀念トシテ写真帖ヲ進呈ス

｣西暦千九喜捨四年四月､ウォルター･ウェストンと記されている

?.一一二嵩争う-×-,一一～域的i_｢～_I/_i._.__. 

i-%幾''､ 

嘉門治愛用のナ欠とヤll､護身のために常に身につけていたもつて

ヤ1月ま長柄を具える｡ナタは当時の狩猟(こ欠く事のできないもので

このナタ一挺でクマと構斗の末､掠り.tささえたという話もある｡

嘉門治を偲んで
北アと生活を共にした人々

｢日大アルプス採検醗酵時代｣ (鳥水) ､それにつづく｢白木ア

ルルブス黎明期｣があるとするならば､その時代をかくすために陰

の力として貢献した人々を忘れることは出来ない｡

明治時代､大正時代有期には奥深い山岳や黙谷を知っている者は

なく､まして山の案内人を正業としている者は一人もなかった｡唯

アルプスのもたちす豊かな車を求めて鉄稿と釣竿を肩にして山野を

疲渉した人々だけは岳を知っているものであった｡北アと生活をと

諏こするこれらの人々は山陵をぬって流れる瀬谷を中心に活躍の舞

台を霞開していた｡梓川潔谷に上条嘉門治があり中房渓谷に小林喜

作､高瀬潔谷に遠山壷石工門があった｡中Cも上条嘉門治は上高地

を聖地としミ老練なる山岳人ミ(ウエストン)として､この地を訪

ねる内外登山家の案内をつとめ日本アルプスを世界に紹介し登山を

人々の年酒に近っける軍婁な位置にあったのである｡

嘉　門　治　の　人　と　な　り

弘化4年10月14日南安曇郡安判事有馬文八氏の次男として生ま礼

明治4年上条姓に改めた｡幼少の掛より父につれられ徳本(とくご

ち)峠附迫に狩猟に行き､文久3年蒲杯の見廻り人夫という名儀で

上高地に入り､彼の上高地での空清が始まった｡明神池の畔に小屋

をたて(後に嘉門治小屋と呼ばれる)夏はイワナを冬はクマやカモ

シカを獲って生業とし､そのかたれら｢山案内人｣として活躍した

ウェストンを穂高に案内したのは彼が46才の年であり､上高地に住

でからおよそ30年にもなんなんとする年であった｡猟師とし､案内

人とし､登山の名手としての彼の生涯は大正6年10月26日永遠の也

ゝらぎを軽々にこだまさせる梓川の清流のほとり島々村の自宅で静

かに終えんを告げた｡彼と交った人々は敬愛と信頼のなかに数々の

トピックを伝え､これらの話は伝説的な物語にまでなって末永く伝

えられて行ぐt･･あ77 ら ｡
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しなははき　シナの皮で作られたハバキそろり､表面にはシナがめ

って参る｡雪がつかず､水がしみこまない点が良いとされている｡

横メシソとシルチンコ　右は飯を入れた横メシソ(べんとう籍) ｡

左は汁物(主として味噌､漬物)を入れて山へ携行したシルチンコ

嘉門ぢいにまつわる読
後信粗末な村田銃を肩に山をかけまわり､クマを60頭も打ち取った

といわれ､ある時は熊の穴の口許で檎斗して打ちとったという話も

ある｡旬釣りは飯より好きでイワナを取っていりや1日に2円や3

田子Tfjllずた｡彼は一徹だといわれる｡イワナを買いに来た客にマス

が無いから売れないと断おり､目分量で売って少なけりや旦那萩の

損だ､多けりやわしの損だと言ったそうである｡水島烏水氏は?節

は小さな岩魚を生のまゝでパクリと呑む｡ ｢いを(魚)は､これで

のうてはらもうない｣と澄ましている｡ -･･･原人の如くであり､生

まれ.たまゝの自然帰であるi　といっている｡彼の登山技術も有名で

ある｡穂高､槍ガラ場を登山家を先に歩かせる｡誤って頭上へ石を

落すと､実に巧みに身をかおし､それを除けたそうだ｡濃霧や始め

てのルートで方角が一向見当かつかなくなると､彼は･冷静な態度で

霧の晴れ間を見はからって､特異な鋭い山カンを働かせた｡山の案

内人としてほぞの実意が貫かれた｡山頂ちかくの若薩でついらくし

た人を背負って続までおりて来たために崩かった人もあった｡ある

いはおそい来る烈風のなかをヤミ健をついて山頂めがけて救援にた

ったこともあった｡文遠山晶石工門を嘉門治(剖まめて｢品石工門ち

っさ控､岳に明りい荻〔しゆう)は､めったにあらずかい｣といっ

ていた｡

彼は山男としての優れた天分と共に､非常に純情で後輩の指噂を

懇切にし､猟師仲間から先輩とし文人格者として慕われ尊敬されて

いた､彼らは嘉門治と爺を一つの言葉に縮めて｢嘉門ちい｣と呼ん

でいた｡

嘉門治時代の山道具
嘉門治を始めとして北アと生活を共にした人々の山支度は雪の尾
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背中あて　カモシカの皮で作られた背負い袋､山へ入る時iこ道具､

食料などを入れて背負って行ったもので現在のルックに相当する｡

板張りを3日5日とわたり

歩くにたる必要十分な食糧

と防寒具で身がかためられ

ていた｡カモシカの寓のく

ん製､カモシカの生皮の袖

なし､或は短篇の村田銃な

ど何れも彼等自身の経験と

考えによる改良工夫がほど

こされ､同じ用途に使用さ

れる道具にも個人々々の個

性がにじみでている｡

これらの道具を眺めてい

ると心ゆくまで愛玩してい

る彼らの姿が浮んで来る｡

火打ち　鉄片､石､ブナの木の炭ごな

(木製の小筒入り)の三つで1組をなす

扁かけ　カモシカ､クマなどの狩轡に使用した火縄銃の附属品一式

火糞入れ､鱒入れ､火なわ入れ､雷冨入れに分かれている｡ '
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山の土産品を研究
-本館の工作室で試作も-

山の土董品として､もっと親しめるものを作り出そうと･太館では

8月からこの研究にとりかゝりました｡まず手はじめに､欧州各地

のミ山の土産品ミの破棄をはじめましたが､このごろその第一陣と

してスイスの資料がとどきました｡太館では朗去後工作室で試作に

とりかゝりますが､来春からほ士暗晶陳列所を設け､国の内外の代

表的なものを公開するとともに､郷土の土董品は即売する計画をた

てゝいます｡いま研究されているのは､慧匠､製作､技術がすぐれ

たもので長つゞさするものを中心にしています｡土産品についての

研究機鞠が､これを機会に_ぞくぞく発足することを､本館では強く

望んでいます｡ 【写真はスイスの土産品のひとつ｡エーデルワイス

が刻まれています｡ I
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(今月の寄贈)　アオゲラ1体　大町市常盤西山益雄､西山久雄氏

ヨタカ2体　大町市仁科町伊藤五十二氏､キジバト1体　高見町長

谷川義男氏､ヨタカ1体　神栄叫青木和男氏､オオヨシキリ1体

九日町長沢潔氏､木ウス　九日町千村方次郎氏､キジ雌1体　仁科

町中村豊氏､カワセミ(幼体)　大町市杜上条屠氏､イタチ1体

社矢口擬遊民､ウスバカゲロウ1匹　大町遠山塗作氏､石ガメ1体

木崎平林公民､ヒクイナ(幼体) 3　関西電力事務所西牧豊氏､ノ

ウサギ1体　大黒町山岡隆氏､古文書23肘､火縄銃一丁､軸,駈口可

1巻外　社久保村龍一氏､折タダミ式スキー1台　東京明石製作所

斉藤龍太郎氏､ヨタカ1体　面原町田中貨郷氏､ウサギコウモリ

(幼体)　神威村三日市場吉沢寛氏､アブラコウモリ1体　高根町

川上賢氏､さゞ波の跡の化石3休　信大地学教室田中邦雄氏､ヨタ

カ1体　高腺町合津いずみ氏､アカェリヒレアシシギ2体　南原町

太田智子氏

第二次全国山岳会バッヂ募集

昨年10月本館て封ま全国山岳会のバッヂを収集することになり､その

第1回分として約50都会から寄贈をうけましたが､本年度も引きつ

ゞき御協力願うことになりました0 3年計画で全都の収集を終る計

画ですが､名山岳会でまだ嘗鰍こ寄贈または譲渡願えないところが

ありましたら､何卒御協力下さるよう御願い致します｡永ぐ薯紺こ

保管し一般山岳愛好家に公開したいと思います｡御送り下さる折に

は､山岳会名､会長名､部員数､活動状況などもお知らせ下さい｡

来年慶の夏山には新薬なった博物館で､北ア,しブス夏山醍惰会を開

催する予定ですが､その折には是非全国山岳会バッチ喪を併せて行

う計画です｡

おしらせ　本紙の難読を御希望の方には実糞1部10円i

で杏わけします｡但し遠方の方は郵送料の実費をいた;

だきます　　　　　　　　　大町山岳博物舘後援会;

岳
創立は昭和7年｡嘗時は

この聖上ではなかっ:`こが､

その後このバッヂに変え

た｡国鉄大井工場といえ

は有名なもの､山岳部だ

けでも今､国内で一級に

扇する部員は約50人はい

る｡このほか山歩き程度

の部員は150名もいる図　　国鉄大井工場山岳部

案は靴妖ムガ+,I.Tokyo Oikojo Mountain Clabの頭文字T 0

MCを配したもの｡同山岳部の伊藤賞三氏は1952年､ヘルシンキに

行った折､スイスのチュl)ツt=-⊂アルプスに登ったが､その折採集

したェ-デルワイスは本館で寄贈をうげ､諌列されている｡

【博物館だより重8日20日カモ24時間観測(駅前萬舎) ､居

谷里植物採集(南高校生物理) 21日大町市社会調査打合会　25日

自記雨量計設置打合会　26日北ア雨量観測烏帽子隊出発(高橋､千

葉､福島) 29日国立公園資料整備､琵島槍山蕗スキー場開設下見

(福岡氏一行)　9月2日雨量観測烏帽子隊帰館　3日雨量観測針ノ

木隊出発(溝川､平柄､柳沢､松沢)　4日市結合社会調査開始､

山のみやげ品研究会　6日第6回山の歌声(市公民館)　山小屋調

査打合会10日大町市記録映画録音構成12白市記録映画試写会､

雨量観測針ノ木隊帰館15日-17日居谷里調査出動(気象､植物)

文化祭準備委員会18日新館の霞示計画打合会(会議室)

博物館後援会員募集
博物館後援会の会員を募集しています｡年額千田を納める団体なら

びこ､年額三百円以上を納める個人を正会員といたします｡会員に

は次のような特典があります｡

1 ､博物館の諸指導行事を通知し参加の仮をはかる｡

2､毎月さやまと博物館ミを配布する｡

3､団体には講師､指導者派遣の求めに応じる｡

4､博物鰍こ支障のない限り､博物館の資料(標本､図誓､写真､

図版等)器具の借り出しをあっせんする｡

5､その他博物館で種名同定､研究指導など諸種の便宜をうげろあ

っせんをする｡

6､いつでも博物館を無料で観麗できる｡

編集後記　　本号は北アルプスを編いた人として名高い上条嘉門

治を中心に､嘗時のガイドの生活を偲ぶことにした｡この蹴片的な

資料から開琉者の面影を察していたゞけ打は幸いと思う｡嘉門治の

写真は嘗館で保管しているものの一部で､孫にあたる孫人民の協力

によるところが多い｡ ▲北アは既に初雪を迎えようとしている｡今

年の夏山から､おれあれは明暗さまざまな場面を見開した｡原子力

時代の出現は　かえって､ひとびとの大自然-の接触意欲を増した

かつての開拓若は､今日の姿を想像たにしなかったことだろう｡ ▲

山の大衆化は喜ぶべきことにはちかいない｡しかし､高嶺に咲く1

本の草花にも山の生命は宿る｡あのおとなしいカモシカは､なぜ人

の隆を見ると遠い谷間-姿を消すのだろうか｡ ▲とにかく毎年､山

容は変りつゝある｡日本は狭い｡そして人の心も狭い｡これが夏山

のおれあれに示した教訓だ｡
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